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 F1日本グランプリに関していえば、1987年の第 1回開催以来、2015年で 27回目の開催となっ





















2015年 - 165,000人 81,000人 112,000人 68,000人 
2014年 1,973千人 150,000人 72,000人 102,000人 62,000人 
2013年 1969千人 171,000人 86,000人 100,000人 61,000人 
2012年 1986千人 208,000人 103,000人 96,000人 57,000人 
2011年 1840千人 199,000人 102,000人 97,000人 55,500人 
〔出典〕『鈴鹿市観光振興方針』（鈴鹿市）2016年 3月ｐ.9 
 









































全受講者数は、14名（男 9名、女 5名。日本人学生 7名、留学生 7名）である。 
表２ 講義の構成と概要 
























































































































































































１位 モナコ 55％ 
２位 スパ・フランコルシャン（ベルギー） 53％ 
３位 シルバーストン（イギリス） 49％ 
４位 モンツァ（イタリア）43％ 
５位 鈴鹿 38％  
６位 イモラ（イタリア） 35％ 
７位 モントリオール（カナダ） 29％ 
８位 ニュルブルクリンク（ドイツ／ホッケンハイム（同） 共に 27％ 
出典：ＦＩＡの公式プレスリリース（FIA/AMD FORMULA ONE SURVEY 2005 93,000 FANS 












 →全国調査で 8割以上が特定のイメージを連想できるのは 4都市 
  ・名古屋市：「金のしゃちほこ・名古屋城」95.3% 
  ・鈴鹿市：「モータースポーツのまち（F1，８耐）」94.7％ 
  ・豊田市：「自動車産業」89.0% 




 全国調査 東海地方調査 
モータースポーツのまち（F1，８耐） 94.7% 90.3% 





















































表５ 鈴鹿市についてのイメージ（本講義中で実施したアンケート）2016年 4月実施 
モータースポーツの盛んなまち 36.6% 
お茶、植木など農業が盛んなまち 20.0% 
ものづくりが盛んなまち 20.0% 
 
端的にいうと、学生にとってそもそもモータースポーツについて知らない、興味がないという
現実がある。そういった現状を解決するには、モータースポーツの基礎からの知識や楽しみ方を
組み込んだ「ファン創造」ともいうべき内容につながる講義も必要であろう。 
また、大学生は、モータースポーツを支える人財として地域から求められているにもかかわら
ず、それに応えられていないのも現実である。イベント規模の大きさに対応できていない。さら
に、F1GP 開催時に、要求されるのは英語運用能力と迅速な対応ができる機動力と判断力である。
また、ファミリー志向の遊園地「モートピア」では、幼児に対応できる能力も求められる。こう
いった多岐にわたる能力をもつ人材発掘に努めることが大学に期待されていることであると感じ
られる。 
ファン創造や地域のスポーツを支える人財育成は、その結果がすぐには得られないため、息の
長い取り組みが必要であり、一部の教員の努力だけでは、達成できないことは明らかで、態勢を
全学レベルで見直すことが喫緊の課題となっている。 
しかし、悲観的な材料ばかりではない。第 14回の担当者である鈴鹿商工会議所青年部の加藤晋
氏、山本直人氏の「鈴鹿商工会議所青年部の取り組みについて（バイクであいたいパレードの活
動経緯など）」では、市民レベルでできる興味深い取り組みについて紹介していただいた。特に
1988年から取り組みが始まった８時間耐久レースの前夜祭イベントに始まり、モータースポーツ
に関連した継続性のある地域経済活性化事業の立案・活動は、市民としてのモータースポーツへ
の関わり方として示唆に富むものである。本学としても、地域の様々な事業から、学ぶべきこと
が多いことを確認できた。 
こういったことから、今年度のような座学に加え、来年度の取り組みとしては、学外に出向い
てモータースポーツに関わる現場に接し、地域の方々から学ぶことも必要ではないかと考える。
学生への認知を高めるため、初年次セミナーにおける入学時のオリエンテーション等の機会に、
鈴鹿サーキット見学を組み入れたり、鈴鹿学、国内研修などの授業との効果的な連携を図ったり
して、学内あげての取り組みをさらに進めていくことが考えられる。 
当科目を支える教員も、国際人間科学部はもとより、2017年度に本学で新設される「こども教
育学部」を含めて関わる必要がある。また、地域でのフィールドワークを中心とした調査研究に、
教員は、力を入れ、学術的な成果をあげることも、「モータースポーツと地域社会の発展を総合的
に捉える場」に関与する大学として責務であろう。 
終わりに 
 本稿の冒頭に触れたように、「モータースポーツマネジメント」を“地元の学”として展開して
いくことがこれから大学の地域社会に果たす役割の一つと記した。そこで本稿の執筆段階では、
前半期講義自体が既に終わっているが、それをテーマとした大学と地域の連携活動がなお続いて
いる。鈴鹿の秋、恒例のビッグイベント―F1GP（鈴鹿市観光協会及びサーキットへの学生スタッ
フの選抜と派遣）、2016 年鈴鹿大学祭に新たに取り入れたトライアルショーとストライダー体験
（鈴鹿商工会議所主催、本学共催）などがそれである。その一つ一つ活動や取り組みを通して、
地域社会と大学の間が様々な関係性によって結ばれ、実績を積み重ねていき、活動の輪を広げて
いくことが期待されている。 
謝辞：本稿の執筆に留まらず、様々な実践的教育活動に協力してくださった、鈴鹿市、鈴鹿市観
光協会、鈴鹿商工会議所、SUZUKA産学官交流会、㈱モビリティランド鈴鹿サーキット、「モーター
スポーツマネジメント」科目履修生に、衷心より御礼を申し上げます。本科目の準備段階より今
日に至って約一年半余の間、共に汗をかき、その喜怒哀楽の凝縮された拙稿をもって、関係者の
一人一人と共有したいと思います。 
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